
′ ヽ

モ鶏掛%隊湧ゆ%⑬電`勢ιど。Cシ郎身
賓癬宕
きP罐｀庸

l参警電機ボ
ー
停錮ず舞:群 ]

さす等

φ謬競多認♂ 罐狩 ″弱毛費む 肘

第 13号

2012年 6月 阪南市立図書館サポーター・ブックフアン広報部会発行

ス
タ
（だ

（ヽｙ

Ｃ
／ム
Ｌ
し
て
ご
、

目 次
自由*空間  「阪南市こ神武天皇Э」「中日本土の変運事情① 」
砕 知ですか  「本のIIサイクル」
私のおすすめ  『恐るべき子供たち 』『流黙 (太活字本)』

『だいじょうぶ だιlじょうぶ』
図書館からのお知らせ

P2

P2

P3

P3

P4

大 阪 樟 蔭 セ 子 大 学 □ 書 館 こ 田 辺 聖 子 文 学 館 を 請 わ て

前号に続き今回は、近鉄奈良線の文学散歩ルートにある大阪樟蔭女子大学図書館と田辺聖

子文学館を訪れました。長瀬川沿いの正門を入ると大正期の面彩を残す建物が続き、新緑の

本々が市中の喧曝を隔てて落ち着いた貯まいを感じさせます。

樟蔭女子大学の小阪本館の2階受付で、館内案内をお願いしました。閲覧室の入退館ゲー

トを通ると、カウンターでは貸出返却手続きや各コーす― (OP∧C,雑誌、A∨)の利用申
込、質問、照会、レファレンス・サービスが行われています。また休憩室、閲覧室、自習室

があり、学生の研究をバックアップしています。検索ベージ「OPAC」 では、他大学の情
報も見る事が出来ます。本学関係者の利用を主としますが、学外社会人にも一定の条件下で

利用可能とのことです。緑あrSヽれる採光と、広々した心地よい空間が印象に残りました。

ミス Sumiko

田辺聖子文学館は、図書館と同じ建物の一階にありました。田辺聖子さんの小説は、皆さ

まご存知のようにタイトルも思わずニマッとした<なるのがほとんど、中身もサラッと入り

易<爽快です。カッパえびせんのように
″
やめられない止まらない

〃
で気がつ<と、つい全

部食べて、いや読んでしまったという経験がおありではないでしょうか。この方のお部屋

衣装も夢見る夢子さん。生涯に書かれた   ‐:  き  ‐

本が、又気が遠<なるような数。        :終    :
実人生も著書に負けず劣らず波乱万丈。

この方を見た時、人間には二通りあつて、

ややこしい大変な人生を「面白いやん |」

と笑って生きる人と、平凡な人生を深亥」

に生きる人があると思いました。

どちらを選ぶのかはその人次第。

あなたならどうしますか? 門脇 容子

も
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F中日本土の交通事情①
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鍮南市こ神講天皇③
ナ十ツカのi西|1捧について

今
ま
で
の
お
話
の
続
き
で
す
。
〈フ
回
は
中
国
本
上
の
交
通
事
情
で
す
が
、
中
国
で
は
車
は
右
側
通
行
で
右
折

は
信
号
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
っ
と
も
郊
外
の
街
で
は
信
号
そ
の
も
の
が
珍
し
＜
、
警
宮
が
見
て
い
な
け

れ
ば
赤
信
号
で
止
ま
る
車
の
方
が
珍
し
い
く
ら
い
で
す
。
道
路
で
は
ト
ラ
ッ
ク
、
乗
用
車
、
単
車
、
自
転
車
が

ご
っ
ち
ゃ
に
な
っ
て
走
っ
て
い
ま
す
。
み
ん
な
同
じ
権
利
で
走
っ
て
い
る
の
で
広
い
交
差
点
で
は
接
触
し
な
い

の
が
不
思
議
な
＜
ら
い
の

「あ
う
ん
」
の
呼
吸
で
進
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
高
速
道
路
で
あ
っ
て
も
自
転
車
、

リ
ヤ
カ
ー
、
牛
、
歩
行
者
も
歩
い
て
い
て
不
思
議
な
錯
党
が
生
ま
れ
ま
す
。
こ
う
い
う
所
は
お
お
ら
か
で
い
い

の
で
す
が
、
何
と
言
っ
て
も

一
旦
停
止
の
習
慣
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
路
地
か
ら
出
て
来
る
車
は
、
運
転
手
の

視
野
に
何
も
見
え
て
い
な
け
れ
ば
、
突
然
広
い
道
路
に
飛
び
出
す
の
で
す
。
私
が
居
た
街
で
は
有
る
月
に
単
車

が
十
台
売
れ
ま
し
た
が
半
年
で
全
員
が
事
故
で
亡
く
な
っ
た
そ
う
で
す
。
中
国
へ
行
か
れ
る
方
は
、
日
本
の
交

通
常
識
だ
け
で
は
道
路
も
渡
れ
ま
せ
ん
よ
。

前
□

等

現
在
、
金
田
正
男
氏
が
男
神
社
の
左
座
を
担
い
、
す
す
ツ
カ
参
り
に
関
わ
る
寛
永
年
間
か
ら
綴
ら
れ
て
い
る

古
文
書
を
管
理
し
て
い
る
。
そ
の
現
物
を
拝
見
し
な
が
ら
、
お
話
し
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
い
た
。

毎
年
、
二
月
十

一
日
に
男
神
社
の
右
座
と
左
座
が
二
人
ず
つ
代
表
を
出
し
て
各
ツ
カ
を
お
参
り
し
て
い
る
と

い
う
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
座
の
四
人
と
三
つ
の
ツ
カ
の
含
算
が
、
偶
然
に
も
す
す
ツ
カ
の
す
す

（七
）
と
な
る
。

「
ツ
カ
」
の
数
は
関
係
者
の
数
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
映
る
。
し
か
し
ヽ
元
来
、
七
つ
の
ツ
カ
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ

「
す
す
ツ
カ
参
り
」
と
呼
ば
れ
た
は
ず
で
あ
り
、
後
世
、
田
畑
の
開
発
な
ど
に
よ
っ
て
四
つ
の
ツ
カ
が
消

滅
し
た
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
ツ
カ
」
と
は

「
塚
」
と
も
書
き
、
「
墓
」
だ
と
考
え
る
人
が
多
い
。
し
か
し
、
「塚
」
は
江
戸
時
代
に
流
行

し
た
寺
子
屋
の
先
生
を
顕
彰
す
る
た
め
、
教
え
子
が
用
い
た
筆
を
納
め
た

「筆
塚
」
の

「
塚
」
と
同
義
だ
と
者

え
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の

「
塚
」
を

「芝
」
と
も
記
述
し
て
い
た
。

次
号
に
つ
づ
く
、
『
阪
南
市
と
神
武
天
皇
④
　
＝

「
塚
」
と

「芝
」
が
同
義
の
理
由
＝
』
　

　

中
川

義
朗
・

来
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《ご存知ですか》 本のリサイクfL

はリサイクル関連の除籍印押しと本並べの作業です。図書館で勤めを終えた本や雑誌は

職員により除籍されます。それを毎月第3木躍日に除籍印を本の3ヶ所に押していきます。最
近シャチハタの印になり作業が軽<スムーズになりました。
さまざまなジャンルの本の大きさや重さも驚きですが、初めて知る本も多く興味がつきませ

ん。除籍本は、多い時にはコンテすに 13-14個あり、時間内に押し切れなかつたりもします
が、リサイクル当日迄に残りの印押しとリサイクル会場に本並べの作業をして、やつと市民の

皆様に提供となります。尚、当日は受付や会場内の本の整理、受領書記入のお手伝いもしてい
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『恐るべき子供たち』(岩波文庫)
ジャン・コクトー /著
鈴木 力衛 /訳

『流黙』(大活字本)(株)大活字
遠藤周作 /著

キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
の
江
戸
初
期
、
使
命
に
燃
え
た
若
い
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
司
祭
が
密
か
に
長
崎
の
漁

　

　

ヽ
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‐

村
に
上
陸
し
ま
す
。
悲
惨
な
状
況
で
も
な
お
、
信
仰
を
続
け
る
信
徒
た
ち
に
司
祭
は
感
銘
を
受
け
、
　

　

′ｆ
ｌ
一
　

一

信
徒
た
ち
も
若
い
司
祭
を
あ
が
め
ま
す
。
役
人
に
捕
ら
え
ら
れ
投
獄
さ
れ
た
司
祭
。
そ
こ
で
は
棄
教

計
　
、
い　
た
・，ｔ
オ

を
誓

っ
た
信
徒
ま
で
も
が
酷
い
目
に
あ

っ
て
い
歓
し
た
。
司
祭
自
身
が
棄
教
す
る
ま
で
、
信
徒
た
ち
　
　
「

ヽ
―
メ
ニ

■
「

へ
の
責
苦
は
続
＜
の
で
す
。
司
祭
は
激
し
＜
苦
悩
し
ま
す
。
人
々
の
た
め
に
死
の
う
と
し
て
日
本
に
　
　
　
′ｔ
ｉ

一
「

魯構
ダ
i｀

■  .■      ■̀

《児童書》
:_ツ  .‐th止li:_『だいじょうぶ

その時は「君たちのまわりにはこんなにも楽しいことがあrS、れているよ。」「だいじょうrSi

だいじょうrSヽと見守つて<れるおとなが、君のそばにもきっといてくれるよ。」というメッ

セージを子どもたちに伝えたくて読んだのですが、今では読んでいるうちに、自分の中にあ

る不安な気持ちがどこかへ行ってしまいます。「だいじょうrSi だいじょうぶ」|ま魔法の言

葉です。笑顔で子どもたちを「だいじょうぶ だいじょうぶ」と見守ってあげられる人にな
りたいと思うきっかけになりました。

来
た
の
に
、
自
分
の
た
め
に
日
本
人
信
徒
が
死
ん
で
い
＜
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
見
て
、
神
は
な
ぜ

沈
黙
を
続
け
る
の
か

。
・
・
。

重
い
テ
ー
マ
の
歴
史
小
説
で
あ
り
な
が
ら
、
難
し
＜
考
え
る
暇
も
な
＜
ど
ん
ど
ん
ス
ト
ー
リ
ー
に

引
き
こ
ま
れ
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
で
い
て
読
後
は
、
人
間
の
弱
さ
、
自
分
の
弱
さ
に
つ
い
て
深
＜
者

え
ま
し
た
。
大
活
字
本
は
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
の
よ
う
な
迫
力
、
文
庫
と
は
違
う
味
わ
い
が
あ
り
ま
し

た
。
読
書
中
の
姿
勢
も
良
＜
な
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

小
川

真
由

皆
さ
ん
の
お
好
き
な
本
の
ジ

ャ
ン
ル
は
何
で
し
よ
う
か
？
私
は
Ｓ
Ｆ
も
好
き
で
す
し
推
理
小
説

も
好
き
で
す
。
〈ラ
日
ご
紹
介
す
る
の
は
仏
文
学
の
『
恐
る
べ
き
子
供
た
ち
』
で
す
。
作
者
の
ジ
ャ
ン

・

コ
ク
ト
ー
は
フ
ラ
ン
ス
の
詩
人
で
す
。
こ
の
物
語
は
恋
愛
悲
劇
を
題
材
に
し
て
い
ま
す
。
主
人
公
の

ポ
ー
ル
は
姉
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
と
の
同
居
生
活
を
送
る
少
年
で
、
或
る
雪
の
降
る
日
に
雪
玉
を
ぶ
つ
け

ら
れ
て
倒
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
反
人
に
運
ば
れ
て
家
に
帰
る
ポ
ー
ル
を
待

っ
て
い
た
の
は
不
機
嫌
な

エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
で
し
た
。

こ
の
小
説
の
主
題
は
愛
な
の
で
す
が
、
一
つ
に
は
ポ
ー
ル
の
ダ
ル
ジ

ュ
ロ
ス
ヘ
の
同
性
愛
が
あ
り

ま
す
。
病
に
伏
せ
る
ポ
ー
ル
は
俗
語
的
に
言
う
と
プ
ー
太
郎
で
生
活
安
定
力
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
が

一
念
発
起
し
仕
事
を
持
と
う
と
企
て
ま
す
。
こ
の
物
語
は
悲
劇
で
す
。
愛
の
弱

点
は
こ
わ
れ
も
の
で
あ
る
事
で
す
。
愛
を
失
う
と
愛
に
生
き
る
人
は
生
き
る
意
味
を
失

っ
て
し
ま
う

の
で
す
。
　

一し
の
小
説
の
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
は
ポ
ー
ル
の
死
と
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
の
ビ
ス
ト
ル
自
殺
で
幕

を
閉
じ
ま
す
。
私
は
こ
の
小
説
に
青
春
の
美
し
さ
と
ほ
ろ
苦
さ
を
感
じ
ま
し
た
。　
　
高
橋

勇
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おとなの方にもお薦めの本です。きっと癒されますよ。
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昨年度の集計ができました。国己架|こ延べ 1358名、書庫入れ作業:こ 469名、修理 。装備 0,青 l式
に396名、館内装飾|こ 37名、リサイクル関連|こ 138名、広報関連に 42名ものご参加をいた
だき、年間の延べ人数が 2440名 にものぼりました。登録者数は 75名ですので、お 1人平均
32.5日来て<ださつたことになります。

図書館フレンズの皆様がボランティアで多岐にわたってサポートして<ださつているおかけで、

阪南市立図書館は円滑に回つております。これからもどうぞよろし<お願いします。

また、新規に図書館フレンズでボランティアしてみようかな、という方はどうぞカウンターにお

申し出<ださい。随時ご登録いただけます。

□書館7じンス 2011年度活動日敬集計表
4月 5月 6月 フ月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

朝の配架 128名 113名 124名 101名 107名 101名 105名 87名 92名 86名 76名 06名 1216名

月末整理日 14名 13名 12名 10名 10名 12名 9名 9名 0名 19名 13名 21名 142名

配業人数計 142名 126名 136名 111名 117名 113名 114名 96名 92名 105名 89名 117名 1358名

書庫入れ作業

“

名 39名 51名 45名 30名 30名 37名

“

名 43名 33名 23名

“

名 469名

修理・装備人数計 ∞名 31名 31名 34名

“

名 27名 34名 32名 20名 31名 27名 39名 390名

修理冊数 2051冊 317冊 147冊 165冊 268冊 21冊 252冊 192冊 1“冊 524冊 2191[ 193冊 2“7冊

本の清拭冊数 291冊

“

冊 88冊 囀 2冊 228冊 139冊 215冊 100冊 392冊 21冊 011 516冊 2330冊

装備冊数 183冊 45冊 94冊 75冊 102冊 51冊 89冊 1361E 66冊 60冊 102冊 125冊 1128冊

館内装飾人数計 3名 4名 0名 2名 2名 8名 2名 0名 4名 4名 4名 4名 37名

リサイクル人数計 3名 3名 37名 3名 3名 3名 30名 1名 4名 13名 36名 2名 138名

広報 人数計 0名 14名 0名 0名 0名 13名 0名 0名 0名 0名 15名 0名 42名

総  計 240名 217名 255名 195名 186名 2∞名 217名 169名 109名 186名 194名 206名 2440名

2011年度  総計(延べ人数)2440名

ゞ2……二▼二 _二

鰺螂褥?鯵≫又は魏祓轡

餡螂脩予ン_な
■
―
―
―
ド
■
１
１
Ｊ
ヽ
い可
ｌ
ｌ
ｌ
ヽ

今 年 」度:も3回あ りま す
※図書館でのつとめを終えた本をお譲りします。 みなさまの本棚で第二の人生を・

7回目 :o日 24日 (日 )午前9時30分～午後2時
Z回日 :冒 7月 4日 (日)午前9時30分～午後2時

3回目 :平成25年2月2日 (土)詳 細未定・串鋼|も出ます
サラダホール2階 1視聴覚室

各回10冊まで

をご提示下さい。忘れた場合は入場できません。
受け取られる方|こiよ 受饉書を書譲ヽてしヽただきますので、三≡FI「評割玉互玉互亘棗菱ご持参下さtヘ

⊂ しつ

冊 数

入場方法

年度 延べ人数 登録者数

2∞3年度 155名 20名

2004年度 682名 28名

2∞5年度 652名 33名

2006年度 1000名 36名

2∞7年度 1369名

“

名

2∞8年度 1“0名 61名

2∞9年度 2444名 75名

2010年度 2“ 1名 75名

2011年度 2440名 75名


